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勝
浦
町
は
、
昨
年
の
八
月
か
ら
合
併
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
住
民
の
理
解
を
得

た
う
え
で
、
小
松
島
市
と
の
合
併
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
協
議
が

整
っ
た
後
に
再
度
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
な
ど
を
報
告
す
る

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
小
松
島
市
・
勝
浦
町
合
併

任
意
協
議
会
、
十
二
月
に
は
法
定
の
小
松

島
市
・
勝
浦
町
合
併
協
議
会
を
設
立
し
合

併
協
議
を
進
め
る
中
で
、
住
民
説
明
会
を

開
催
し
た
後
に
民
意
を
徴
す
べ
き
と
の
意

見
が
多
数
あ
り
、
勝
浦
町
議
会
や
勝
浦
町

選
出
の
法
定
協
議
会
委
員
と
協
議
し
、
合

併
の
賛
否
に
つ
い
て
重
要
な
判
断
材
料
に

す
る
た
め
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
歳
以
上
の
住
民
五
千
五
百
六
十
一

人
を
対
象
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
三
月
三

日
発
送
、
十
三
日
締
め
切
り
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
千
八
百
五
十

一
通
（
八
十
七
・
二
％
）
の
回
収
が
あ
り
、

三
月
十
四
日
に
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
合
併

に
賛
成
が
千
五
百
五
十
八
通
、
反
対
が
三

千
二
百
六
十
五
通
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

熱
心
に
合
併
協
議
を
進
め
て
き
た
小
松

島
市
関
係
者
の
方
々
、
両
市
町
の
合
併
協

議
会
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
結
果
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
住
民
の
意
見
を
最
大
限

尊
重
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
小

松
島
市
・
勝
浦
町
合
併
協
議
会
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
回
収
等
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た

各
区
長
さ
ん
は
じ
め
区
役
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

合
併
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

発 送 数

5,5 61

総回答枚数

4,8 51

回 収 率

87.2

無 効
0 .6 ％

反 対
6 7 .3 ％

合
併
協
議
の
経
過

合併協議会 廃止

平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日

小
松
島
市
・
勝
浦
町
合
併
任
意
協
議
会
設
置

（
以
後
四
回
の
任
意
協
議
会
を
開
催
）

十
二
月
二
十
七
日

勝
浦
町
議
会

小
松
島
市
・
勝
浦
町

合
併
協
議
会
設
立
議
案
を
議
決

十
二
月
二
十
八
日

小
松
島
市
・
勝
浦
町
合
併
協
議
会
、
設
立

平
成
十
七
年
一
月
五
日

合
併
協
議
会
第
一
回
会
議

六
項
目
協
議

一
月
十
四
日

合
併
協
議
会
第
二
回
会
議

十
四
項
目
協
議

一
月
三
十
一
日

合
併
協
議
会
第
三
回
会
議

二
十
項
目
協
議

二
月
八
日

合
併
協
議
会
第
四
回
会
議

十
六
項
目
協
議

二
月
十
四
日

合
併
協
議
会
第
五
回
会
議

三
項
目
協
議

二
月
二
十
三
日

合
併
協
議
会
第
六
回
会
議

一
項
目
協
議

三
月
三
日
～
十
三
日

勝
浦
町
合
併
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

三
月
十
四
日

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
作
業

三
月
十
九
日

合
併
協
議
会
第
七
回
会
議

協
議
会
廃
止
承
認

三
月
二
十
九
日

勝
浦
町
議
会

小
松
島
市
・
勝
浦
町

合
併
協
議
会
廃
止
議
決

三
月
三
十
一
日

小
松
島
市
・
勝
浦
町
合
併
協
議
会
、
廃
止

区

分

回 答 数

(人)

賛

成
1,558

反

対
3,265

無

効
28

合

計
4,851

賛 成
3 2 .1 ％
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5 0 01 0 0 0

2 0 0

1 7 9

2 2 3

3 1 3

2 3 8

3 9 8

７

（人）

賛 成 反 対

5 0 0 1 0 0 0

3 8 4

2 9 5

3 8 1

6 0 7

6 6 1

9 0 9

2 8

（人）

年齢不明

70代以上

6 0 代

5 0 代

4 0 代

3 0 代

2 0 代

テ

レ

ビ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

議
員
・
職
員

友
人
や
知
人

広
報
誌
・
新
聞
等

そ

の

他

情
報
が
な
い

合
併
説
明
会

10 0 0

5 0 0

（人）

932

371

2

184

487

2

195
243

26
74

0 0

344

1,099

6

950

1,847

8
51

98

1
63

88

5

賛 成

反 対

無効票

小松島市・勝浦町
年
齢
別
に
よ
る
賛
成
・
反
対
数

市
町
合
併
に
つ
い
て
の
情
報
源
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勝
浦
町
で
は
、
人
形
浄
瑠
璃
勝
浦
座
を
は
じ
め
、
転
換
式

舟
底
舞
台
の
今
山
農
村
舞
台
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
な
ど
人
形

文
化
に
よ
る
交
流
が
盛
ん
で
す
。
本
年
は
、
町
制
五
十
周
年

を
記
念
す
る
年
で
あ
り
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
や
阿
波
人
形
浄

瑠
璃
等
、
人
形
文
化
を
伝
え
る
「
人
形
文
化
交
流
館
」
が
開

館
し
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
人
形
を
使
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
全
国
の
グ
ル
ー
プ
や
行
政
関
係

者
、
ま
ち
づ
く
り
で
勝
浦
町
と
交
流
が
あ
る

町
な
ど
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
県

ま
で
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

基
調
講
演
や
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
芸
能
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃
の

公
演
や
阿
波
踊
り
な
ど
も
披
露
し
、
全
国
か

ら
の
お
客
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。

全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
と
交
流

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
多
く
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

人
形
フ
ェ
ス
タ
in
勝
浦

シリーズ

光流の
まちづくり⑩

桜の花も満開となり、霊場参りのお遍路さんが多く

行き来する季節となり、各地区の桜の名所には提灯が

飾られています。

勝浦町でも、本年から人形文化交流館へと移設した

ビッグひな祭りがいよいよ４月３日にフィナーレを迎

えようとしています。引き続き、４月９日には「人形

フェスタin勝浦」が人形文化交流館等で開催されるな

ど、交流のまち「かつうら」は、より元気な姿を見せ

ています。

人形フェスタin勝浦 日程

４月９日（土）

エキシビション ９:30～
場所 人形文化交流館

人形浄瑠璃公演 10:30～

お手玉演舞 11:30～

全国まちづくり交流会 14:00～
場所 勝浦町農村環境改善センター

地域団体活動報告等 14:30～

記念講演 (小澤庄一氏) 15:30～

懇親・交流会 18:00～

場所 ふれあいの里さかもと

さかもとだんじり太鼓 18:00～

歌手 松川修也ショー 20:00～

阿波おどり（やっこ連・よあかし連）

21:30～

問い合わせ先

勝浦町産業振興課

２－１５０５
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「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
二
〇
〇

四
」
の
選
考
が
あ
り
、
百
六
十
三
団
体
の

応
募
の
中
か
ら
、
本
町
の
「
ふ
れ
あ
い
の

里
さ
か
も
と
」
な
ど
三
団
体
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
は
、
廃

校
舎
を
改
修
利
用
し
、
農
村
体
験
型

宿
泊
施
設
と
し
て
運
営
、
都
市
住
民

と
の
交
流
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
で
は
、

四
月
に
は
い
や
し
の
み
ち
補
修
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
四
季
を
通
じ
て

の
ミ
カ
ン
農
業
体
験
（
ス
ロ
ー
ツ
ア
ー
）

等
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

二
〇
〇
四
」

主
催

毎
日
新
聞
社

共
催

都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化

機
構
、
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ

ン
会
議

後
援

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省

昔
の
遍
路
道
を
復
元
し
、
丁
石
を
探
そ
う
!!

町
の
街
道
沿
い
の
桜
も
見
ご
ろ
と
な
り
、

お
遍
路
さ
ん
や
い
や
し
の
み
ち
を
歩
く
方
々

を
い
や
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
、
い
や
し
の
み
ち
づ
く
り
検
討

委
員
会
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
遍
路
道
の
補

修
第
一
弾
を
坂
本
黄き

檗わ
だ

で
行
い
ま
す
。

「
み
か
ん

も
て
な
し

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
」

の
坂
本
区
域
は
、
現
在
石
垣
が
崩
れ
た
り
、

竹
木
や
雑
草
が
生
い
茂
る
な
ど
、
通
行
不
可

能
な
区
域
が
あ
り
、
慈
眼
寺
へ
向
か
う
お
遍

路
さ
ん
は
う
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昔
か
ら
の
遍
路
道
が
一
番
通
り
や

す
い
道
で
あ
り
、
丁
石
等
の
歴
史
的
資
源
も

隠
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
、
町
内
外
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
、
旧
遍
路
み
ち
の
補
修
を
行
い
ま
す
。

日

時

四
月
二
十
四
日

(

日)
集
合
場
所

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

持
参
し
て
い
た
だ
き
た
い
道
具

カ
マ
・
草
刈
機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
、
補

修
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
・
弁
当

参
加
に
必
要
な
費
用

弁
当
、
お
茶
、
保
険
・
・
・
・
・
千
円

保
険
の
み
（
弁
当
持
参
）
・
・
・
百
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と四

―
二
一
一
〇

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

優
秀
賞
受
賞

「
み
か
ん

も
て
な
し

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
」

補
修
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集



老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則

と
し
て
保
険
料
を
納
付
し

た
期
限
ま
た
は
保
険
料
を
免
除
さ

れ
た
期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年

以
上
あ
る
人
が
、
六
十
五
歳
に
達

し
た
日
の
翌
日
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
国

民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
（
四
十

年
間
）
に
つ
い
て
、
す
べ
て
保
険

料
を
納
め
た
人
に
七
十
九
万
四
千

五
百
円
（
平
成
十
六
年
度
）
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

満
額
の
年
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
四
十
年

に
不
足
す
る
場
合
は
、
そ
の
不
足

す
る
期
間
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
よ
う
に
昭
和
十

六
年
四
月
二
日
以
降
の
生

年
月
日
の
人
は
満
額
の
年
金
額
を

受
け
る
た
め
に
、
四
十
年
間
の
保

険
料
を
納
め
た
期
間
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
の
制
度
が
発
足

し
た
の
は
昭
和
三
十
六
年

四
月
一
日
で
す
の
で
、
生
年
月
日

に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る

期
間
が
異
な
り
ま
す
。
制
度
発
足

時
点
で
既
に
二
十
歳
以
上
に
な
っ

て
い
る
人
（
昭
和
十
六
年
四
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
は
、
六

十
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
四
十
年

間
の
加
入
期
間
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
昭
和
三
十
六

年
四
月
一
日
か
ら
六
十
歳
に
な
る

ま
で
の
期
間
（
加
入
可
能
年
数
）

に
つ
い
て
す
べ
て
保
険
料
が
納
め

ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
七
十
九
万

四
千
五
百
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
別
表
）

そ
こ
で
、
あ
な
た
の
年
金
額
で

す
が
、
四
十
年
間
の
加
入
年
数
に

対
し
て
減
額
さ
れ
る
の
は
未
納
期

間
と
な
っ
た
三
年
間
分
が
ゼ
ロ
、

免
除
を
受
け
て
い
た
三
年
間
分
が

保
険
料
を
納
め
た
期
間
の
年
金
額

に
対
し
て
三
分
の
一
の
計
算
と
な

る
こ
と
か
ら
、
約
六
十
九
万
五
千

円
の
年
金
額
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
制
度
に
は
、

六
十
歳
以
降
六
十
五
歳
ま

で
任
意
に
よ
る
加
入
制
度
も
あ
り
、

六
十
五
歳
ま
で
の
間
に
任
意
加
入

に
よ
っ
て
納
め
た
保
険
料
分
を
年

金
額
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

は
、
受
給
す
る
前
の
納
付
し
た
期

間
な
ど
に
よ
っ
て
年
金
額
が
決
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
任
意
加
入

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
の
年

金
額
を
増
額
す
る
こ
と
も
一
つ
の

方
法
で
す
ね
。

６

答答

答

答

答生 年 月 日 加入可能年数

大正15年４月２日～昭和２年４月１日 25年

昭和２年４月２日～昭和３年４月１日 26年

昭和３年４月２日～昭和４年４月１日 27年

昭和４年４月２日～昭和５年４月１日 28年

昭和５年４月２日～昭和６年４月１日 29年

昭和６年４月２日～昭和７年４月１日 30年

昭和７年４月２日～昭和８年４月１日 31年

昭和８年４月２日～昭和９年４月１日 32年

昭和９年４月２日～昭和10年４月１日 33年

昭和10年４月２日～昭和11年４月１日 34年

昭和11年４月２日～昭和12年４月１日 35年

昭和12年４月２日～昭和13年４月１日 36年

昭和13年４月２日～昭和14年４月１日 37年

昭和14年４月２日～昭和15年４月１日 38年

昭和15年４月２日～昭和16年４月１日 39年

昭和16年４月２日以降 40年

（別表）

わ
た
し
は
、
昭
和
二
十
年

七
月
生
ま
れ
で
す
。
農
業

だ
っ
た
の
で
今
ま
で
会
社
に
勤
め

た
こ
と
は
な
く
、
ず
っ
と
国
民
年

金
に
加
入
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

の
七
月
で
六
十
歳
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
年
金
は
何
歳
か

ら
も
ら
え
る
の
で
す
か
。

問

年
金
額
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

問

わ
た
し
の
場
合
は
、
納
め

忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
期
間
が
三
年
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
時

期
も
あ
っ
て
、
保
険
料
の
免
除
を

認
め
ら
れ
た
期
間
が
三
年
ほ
ど
あ

り
ま
す
。

問

わ
た
し
の
友
人
は
年
上
な

の
で
す
が
、
昭
和
十
六
年

四
月
一
日
以
前
の
人
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

問

未
納
の
期
間
と
免
除
期
間

が
あ
る
た
め
に
、
年
金
額

が
約
十
万
円
も
低
く
な
っ
て
し
ま

う
わ
け
で
す
ね
。

問
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国
民
年
金
あ
な
た
の
場
合
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Ａ
さ
ん

誰
が
新
し
い
部
長
に
な

る
と
思
う
？

Ｂ
さ
ん

ケ
イ
コ
先
輩
じ
ゃ
な
い

の
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
あ
っ
て
頼
り
に
な
る

よ
。

Ａ
さ
ん

で
も
、
部
の
代
表
な
ん

だ
か
ら
私
は
男
の
先
輩

の
方
が
い
い
と
思
う
け

ど
。

Ｂ
さ
ん

そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。

問
題
は
そ
の
人
が
ど
ん

な
人
か
だ
よ
。
女
か
男

か
は
関
係
な
い
で
し
ょ
。

こ
の
会
話
を
聞
い
た
三
人
の
ひ

と
り
ご
と
を
紹
介
し
ま
す
。

｢

代
表
は
、
男
性
が
い
い
と
思

う
な
。
決
断
力
も
あ
る
し
。
女
性

は
な
ん
と
な
く
頼
り
な
い
よ
。
だ
っ

て
、
職
場
で
も
責
任
あ
る
立
場
の

人
は
男
性
が
多
い
し
、
地
域
で
も

自
治
会
長
は
ほ
と
ん
ど
男
性
だ
よ

ね｣｢

ケ
イ
コ
先
輩
の
気
持
ち
は
ど

う
な
の
か
な
。
周
り
の
声
に
ま
ど

わ
さ
れ
ず
に
、
自
分
の
意
志
で
決

め
る
こ
と
も
大
事
だ
よ
ね｣

｢

頼
り
が
い
が
あ
っ
て
、
部
の

代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
の
な
ら
女
性

で
も
男
性
で
も
い
い
と
思
う
な｣

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
意
見
を
持
た

れ
た
ま
し
た
か
。
決
断
力
の
な
い

男
性
、
決
断
力
の
あ
る
女
性
だ
っ

て
い
ま
す
し
、
頼
り
に
な
る
女
性

や
頼
り
な
い
男
性
だ
っ
て
い
ま
す

よ
ね
。｢

男
だ
か
ら｣

｢

女
だ
か
ら｣

と
い
う
型
に
安
易
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て
⑱

国
民
年
金
の
学
生
納
付

特
例
申
請
は
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
！

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

既
に
国
民
年
金
に
加
入
し
、
学

生
納
付
特
例
制
度
の
適
用
を
希
望

さ
れ
る
学
生
の
方
は
、
毎
年
度
申

請
が
必
要
で
す
。
二
十
歳
に
な
っ

た
時
に
申
請
す
れ
ば
在
学
期
間
中

を
通
し
て
適
用
な
る
と
誤
解
さ
れ

て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、
年
度
ご

と
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に

は
、
新
年
度
の
在
学
証
明
書
等
が

必
要
で
す
。
特
例
を
受
け
ら
れ
る

期
間
は
、
毎
年
四
月
か
ら
翌
年
の

三
月
ま
で
で
す
。

ま
た
、
特
例
を
受
け
た
期
間
は

年
金
加
入
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
十
年
以
内
に
追
納
を
し
な

か
っ
た
場
合
は
年
金
給
付
に
結
び

つ
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ

さ
い
。

一
般
被
保
険
者
の
保
険
料
免
除

申
請
も
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

既
に
申
請
さ
れ
た
方
は
、
今
年
六

月
分
ま
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
平
成
十
七
年
七
月
分
か
ら
に
つ

い
て
免
除
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、

六
月
下
旬
以
降
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

勝
浦
町
住
民
課
年
金
担
当

二
―
一
五
〇
一

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

〇
八
八
―
六
五
二
―
三
一
一
一

持
参
物

年
金
手
帳

相
談
日

月
曜
日
～
金
曜
日

(

土
・
日
・
祝
日
は
休
み
で
す)

時

間

午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時

場

所

徳
島
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

〇
八
八
―
六
五
五
―
五
一
〇
〇

徳
島
市
八
百
屋
町
三
丁
目
二
六

大
同
生
命
徳
島
ビ
ル
三
階

持
参
物

年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
等

日

時

四
月
十
四
日
（
木
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
一
階
相
談
室

持
参
す
る
も
の
…

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方

年
金
手
帳

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

年
金
証
書

三
月
号
広
報
の
訂
正
に
つ
い
て

八
ペ
ー
ジ
の
「
五

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
の
所
得
基
準
が
一
部
緩

和
さ
れ
ま
す
。」
の
表
の
中
の
「
平
成
十
七
年
度
申
請
免
除
の
対
象
と
な

る
所
得
税
の
め
や
す
」
は
「
平
成
十
七
年
度
申
請
免
除
の
対
象
と
な
る
所

得
の
め
や
す
」
が
正
し
い
の
で
訂
正
し
ま
す
。

徳
島
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
年
金
相
談
所
開
設

一
般
被
保
険
者
の
免
除

申
請
も
毎
年
度
申
請
が
必

要
で
す
。

お
忘
れ
な
く
！
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三
月
六
日（
日
）
に
、
勝
浦
町
制
五
十
周
年

記
念
式
典
が
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
徳
島
県
知
事
を
は
じ
め
、
千

葉
県
勝
浦
市
や
那
智
勝
浦
町
な
ど
、
町
内
外

か
ら
約
三
百
五
十
人
の
方
々
を
お
招
き
し
て

厳
粛
に
と
り
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
勝
浦
町
政
に
貢
献
さ
れ

た
次
の
方
々
に
感
謝
状
と
表
彰
状
が
、
勝
浦

町
の
未
来
を
描
い
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
優

秀
作
品
者
に
賞
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
横

瀬
小
学
校
の
金

管
バ
ン
ド
部
の

演
奏
や
勝
浦
中

学
校
音
楽
部
の

皆
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
歌
声
が

式
典
に
華
を
添

え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

作文コンクール優秀作品者

★最優秀作品
小学生下学年の部 森 脇 直 輝

（生比奈小学校１年）

小学生上学年の部 大久保泉沙

（生比奈小学校６年）

中学生の部 東 瞳

（勝浦中学校３年）

★優 秀 作 品
小学生下学年の部

原 田 聖 也 （生比奈小学校１年）

丸田佳代子 （生比奈小学校３年）

小学生上学年の部

久 木 望 （生比奈小学校４年）

橋 谷 岳 志 （生比奈小学校６年）

中学生の部

瀧 口 幸 恵 （勝浦中学校２年）

岩 佐 朋 佳 （勝浦中学校２年）

勝
浦
町
制
五
十
周
年
記
念
式
典
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被 表 彰 者 名 簿 （敬称略50音順）

自

治

功

労

神 原 忍 倉 橋 孝 明 栗 城 堯

瀧 口 良 一 武 田 博 之 立 石 英 夫

寺 井 俊 彰 中 倫 顯 中 尾 瑛

中 野 良 之 長 町 豊 秋 西 角 操

西 濵 勝 己 花 岡 隆 生 早 川 進

原 秀 造 福 野 要 松 浦 照 雄

宮 本 久 治 森 本 友 章

社
会
福
祉
功
労

植 野 定 男 岡 本 芳 雄 勝 谷 克 己

久 保 定 雄 田 中 實 坪 井 恵 子

出 葉 イ ト エ 速 水 克 彦 平 山 美 千 江

細 川 寛 湯 浅 實

産 業
振興功労

今 岡 重 幸 河 野 正 安 谷 永 美

谷 敏 治 谷 脇 隆 雄 福 良 充 生

地 域
保健功労

太 田 郁 子 筧 ア サ エ 岸 上 イ マ ノ

栗 城 政 美 坂 口 昇 中 西 桂 子

中 西 文 子 呑 口 順 治 山 路 幸 子

青少年健全
育成功労

藤 本 忠

教

育

振
興

功

労

相 原 亨 石 木 正 一 井 出 美 智 子

岡 田 孝 志 岡 本 勤 岡 本 守

上 白 川 敏 明 杉 田 健 鈴 江 全 皓

高 木 忠 中 瀬 博 文 新 居 雄 彦

新 居 晋 西 濵 勝 美 長 吉

美 馬 彰

【感謝状贈呈者】（個人）

自 治 功 労 中 西 晴 美 中 西 文 夫

社会福祉功労 高 橋 肇 中 西 チ ズ ミ 美 馬 定

保健衛生功労 小 川 孝 子 杉 山 文 子 吉 守 節 子

教育振興功労 遠 藤 壽 男

文化振興功労 日 下 雅 義

体育振興功労 福 田 雅 浩

善 行 奉 仕 尾 下 マ ツ エ 中 田 ヤ ス エ

【表彰者贈呈者】（個人）

地域振興功労

特定非営利活動法人
「阿波勝浦井戸端塾」

関東阿波かつうら会 近畿かつうらふるさと会

ふれあいの里さかもと

環境衛生功労

生 名 区 簡 易
水 道 組 合 勝浦を考える会 勝 浦高 等学 校

掛 谷水 道組 合 黄檗 水道 組合 黒 岩水 道組 合

坂本簡易水道組合 坂本花グループ 棚野久国水道組合

中山横瀬給水組合 中角簡易水道組合 並 松水 道組 合

西 岡水 道組 合 沼江 水道 組合 星 谷水 道組 合

星谷フラワークラブ 与川内水道組合

公 共 事 業
推 進 功 労

キンキサイン㈱徳島工場

教育振興功労 ナカテツ㈱徳島工場

【表彰者贈呈者】（団体）

町
制
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
全
国
勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
の
、
千
葉
県
勝
浦
市
か
ら
「
ア
ジ
サ
イ
の
木
」
、

和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
か
ら
「
樫
の
木
」
、
本
町
の
「
み

か
ん
の
木
」
を

三
つ
の
町
の
木

を
役
場
前
に
植

樹
し
ま
し
た
。

勝
浦
市
と
那

智
勝
浦
町
か
ら

送
ら
れ
た
木
は

町
内
の
小
中
学

校
に
も
植
樹
さ

れ
る
予
定
で
す
。

記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
記
念
講
演

会
と
し
て
大
相
撲
第
六
十
六
代
横
綱
若

乃
花
の
花
田
勝
氏
を
招
い
て
、
花
田
勝

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
は
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
多
く
の
町
民
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
花

田
さ
ん
と
司
会
の
内
田
香
織
さ
ん
と
の

楽
し
い
や
り
取
り
や
会
場
の
町
民
か
ら

の
思
い
も
か
け
な
い
質
問
に
、
場
内
は

湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
会

記
念
植
樹

花田 勝さんのサイン色紙を抽選で、20人

の町民の皆さんにプレゼントします。

応募方法は、官製はがきに住所、氏名、年齢

職業をお書きの上

〒771-4395

勝浦町大字久国字久保田３

勝浦町役場

「花田勝サイン色紙」係

まで、４月15日（金）

必着でご応募ください。

（お一人一枚の応募で

お願いします）

※なお、賞品の発送を

もって発表に替えさ

せていただきます。
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まちかど散歩みち

郷
土
の
伝
統
文
化
の
普

及
な
ど
に
尽
力
し
た
人
や

団
体
を
対
象
に
し
た
地
域

伝
統
文
化
功
労
者
表
彰
の

伝
達
式
が
三
月
一
日
県
庁

で
あ
り
、
勝
浦
座
座
長
の

池
内
勲
さ
ん
（
久
国
）
に

表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

池
内
さ
ん
は
、
阿
波
人

形
浄
瑠
璃
「
勝
浦
座
」
の

座
長
で
、
昭
和
三
十

年
に
入
座
し
て
以
来
、

勝
浦
高
校
民
芸
部
の

指
導
や
国
内
外
の
公

演
な
ど
、
熱
心
な
活

躍
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。心

か
ら
お
喜
び
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
こ
れ
か
ら
の
活
躍

に
ご
期
待
申
し
あ
げ

ま
す
。

２月26日から３月５日まで長野県で開催された知的障害者のスポー

ツの祭典「スペシャルオリンピックス（SO）冬季世界大会」に出場し

た福田雅浩さん（沼江）がアルペンスキー競技滑降で金メダルを、大

回転と回転で銀メダル（いずれも初級クラス）を獲得しました。

３月８日には、勝浦町役場を訪れ川口町長に結果を報告、町長か

ら表彰状が贈呈されました。福田さんは「良い経験になりました」

と話していました。おめでとうございます。

おめでとう!! 福田さん

SO冬季世界大会金メダル

飯泉知事から授与の伝達を受ける坂口善彦さん（ご家族）

伝
統
文
化
功
労
賞
受
賞

池
内

勲
さ
ん

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
六

日
に
死
亡
さ
れ
ま
し
た
元
勝
浦

町
議
会
議
長
故
坂
口
貞
雄
氏
に

対
し
、
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

故
坂
口
貞
雄
氏
は
、
勝
浦
町

議
会
議
員
と
し
て
十
二
年
間
在

職
さ
れ
、
そ
の
間
勝
浦
町
議
会

議
長
、
勝
名
地
区
町
村
議
会
議

長
会
会
長
を
歴
任
し
、
地
方
自

治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
四
年
度
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て

サ
ル
ビ
ヤ
事
業
所
の
開

設
な
ど
、
情
熱
を
も
っ

て
社
会
福
祉
施
策
を
推

進
さ
れ
ま
し
た
。

故
坂
口
貞
雄
氏
の
偉

業
遺
徳
は
、
と
こ
し
え

に
町
民
の
胸
中
に
刻
ま

れ
、
郷
土
発
展
の
光
と

し
て
輝
く
こ
と
で
し
ょ

う
。こ

の
度
の
受
章
に
敬

意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

旭
日
単
光
章

故
坂
口
貞
雄
氏
に
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machikado sanpomichi

平成16年度朝桐奨学賞に、豊岡達彦

さんと細谷朋未さんが選ばれました。

この賞は、名誉町民・故朝桐猪平氏

の尊いご遺志を永久に遺すため、ご遺

族から寄付された資金で設けられたも

ので、毎年勝浦中学校を卒業する生徒

の中から優秀な方に贈られています。

平成16年度

朝桐奨学賞

豊 岡 達 彦 さん

（星谷)

細 谷 朋 未 さん

（坂本)

●●●●● 本町関係10位までの成績 ●●●●●

★フルマラソンの部

（39歳以下男子）

８位 瀧 花 陽 平（３時間21分４秒）

★５キロの部（50歳以上男子）

４位 松 下 滋 美（23分６秒）

★５キロの部（39歳以下女子）

６位 谷崎多賀子（33分15秒）

★５キロの部

（40～49歳以下女子）

３位 新開美津子（29分40秒）

★５キロの部（50歳以上女子）

３位 稲井いさお（35分25秒）

★３キロの部

（小学生以下女子）

４位 瀧 花 美 咲 (14分７秒)

★1.5キロの部

（小学２年生以下男子）

５位 岡 本 脩 吾（７分38秒）

７位 岩 佐 伴 基 (８分12秒)

８位 米 澤 吉 郎 (８分13秒)

９位 森 脇 直 輝 (８分38秒)

10位 米 澤 俊 郎 (９分47秒)

★1.5キロの部

（小学３～４年生男子）

２位 木 原 直 人（５分58秒）

４位 戸 田 真 資 (６分20秒)

６位 岡 本 隆 宏 (６分36秒)

８位 森 脇 滉 人 (７分44秒)

９位 西 田 心 (７分56秒)

★1.5キロの部

（小学５～６年生男子）

２位 新 開 祐 作（５分50秒）

８位 戸 田 有 亮 (６分33秒)

★1.5キロの部

（小学２年生以下女子）

６位 北 内 水 晶（８分40秒）

勝
浦
町
制
五
十
周
年
記
念
行
事
健
康

の
つ
ど
い
第
二
十
五
回
勝
浦
川
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
、
三
月
十
三
日
（
日
）
、
勝

浦
町
星
谷
運
動
公
園
を
中
心
と
し
た
周

回
コ
ー
ス
で
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
県

内
外
、
全
国
か
ら
約
六
百
六
十
人
の
ラ

ン
ナ
ー
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
大
会
は
、
勝
浦
町
制
五
十
周
年
記

念
行
事
と
し
て
開
催
し
、
大
会
自
体
も

二
十
五
回
目
の
記
念
す
べ
き
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
種
目
に
つ
い
て
も
、
以
前

に
設
置
し
て
い
た
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部

を
復
活
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
小
雪
の
ち
ら
つ
く
天

気
と
な
り
、
激
し
い
向
か
い
風
に
、
各

ラ
ン
ナ
ー
は
苦
し
い
走
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
、
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
力
走
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
例
年
に
も
増
し
て
、
多

数
の
方
に
大
会
運
営
に
対
し
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の

方
々
と
沿
道
で
ご
声
援
い
た
だ
い
た
方
々

に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第25回

勝
浦
町
制
五
十
周
年
記
念
行
事
健
康
の
つ
ど
い

勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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情 報 ア ラ カ ル ト

平
成
十
七
年
度

就
学
援
助
制
度

募
集
期
間

四
月
一
日

～
四
月
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

奨
学
金

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

入
学
準
備
金

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

一

奨
学
金
貸
付
願
書

二

出
身
学
校
長
の
推
薦
書

三

家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

四

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

五

在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※

そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
程
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
（

二

二

五
一
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

で
、
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

一

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

二

町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税

と
な
っ
て
い
る
。

三

国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

四

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

五

職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者

を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

六

世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日

～
四
月
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て
は

勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
（

二

二
五
一
五
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
補
助
金
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

一

対
象
地
域

横
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
の

処
理
区
域
を
除
く
全
地
域

二

対

象

者

居
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
者
で
、
建
築
基
準
法
ま
た
は
浄
化
槽

法
の
規
定
に
基
づ
く
確
認
届
出
の
手
続

き
を
行
う
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
ま
た
は
転

入
を
予
定
す
る
者

三

補
助
金
額

四

申
し
込
み
方
法

・
勝
浦
町
住
民
課
へ
申
し
込
み
、
申
請
用

紙
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
は
先
着
順
で
す
が
、
四
月
一
日
時

点
で
、
希
望
者
が
予
算
を
上
回
る
場
合

は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
十
一
人
槽
以
上
に
つ
い
て
は
、
県
へ
要

望
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

第
十
二
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
町
予
選
出
場
希
望
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
お
よ
び
軟
式
野
球
は
、
登

録
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
予
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム
は
、
四
月
二

十
日

ま
で
に
勝
浦
町
教
育
委
員
会
に
お
い

て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
予
選
は
五
月
以
降
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。

県
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

登
録
チ
ー
ム
の
代
表
者
の
方
へ
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

第
十
二
回

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

町
予
選
出
場
チ
ー
ム
募
集

合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
の
ご
案
内

十
一
～
二
十
人

八
～
十
人

六
～
七
人

五

人

人
槽
区
分

九
八
一

五
一
九

四
一
一

三
五
四

補
助
金
額
（
千
円
）

平
成
十
七
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
金

に
つ
い
て
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受

付

期

間

四
月
一
日

～
四
月
八
日

第
一
次
試
験

五
月
二
十
二
日

試
験
区
分

大
学
卒
業
程
度

事
務
系

事
務
、
図
書

技
術
系

電
気
、
機
械
、
土
木
、
建
築
、

化
学
、
物
理
、
電
子
・
情
報
、

資
源
工
学
、
農
学
、
林
学
、

生
物
・
生
命
科
学

問
い
合
わ
せ
先

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室

〇
八
二

四
二
四

五
六
一
八

(

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
三
十
分
、

土
・
日
・
祝
日
除
く)

U
R
L

http://www.bur.hiroshima-u.ac.

jp/
~jinji/shiken/index.html

◎

待

遇

等

給

与

…
幹
部
候
補
生
期
間

二
一
三
、三
〇
〇
円
（
大
学
卒
）

二
三
一
、二
〇
〇
円
（
大
学
院
卒
）

二
〇
〇
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在

昇

任

後二
四
一
、二
〇
〇
円
（
大
学
卒
）

二
五
四
、七
〇
〇
円
（
大
学
院
卒
）

昇

給

…
年
一
回

賞

与

…

期
末
、
勤
勉
手
当
四
・
四
か
月

（
六
月
二
・
一
か
月
、
十
二
月
二
・
三
か
月
）

◎

問
い
合
わ
せ
先

〇
八
八
四

二
二

六
九
八
一

大

学

卒

業

程

度

試 験 の 種 類 申 込 受 付 期 間 第１次試験

国 家 公 務 員 採 用 Ⅰ 種 試 験 ４月１日 ～４月８日 ５月１日

国 家 公 務 員 採 用 Ⅱ 種 試 験 ４月13日 ～４月22日 ６月19日

国 税 専 門 官 採 用 試 験

４月１日 ～４月15日 ６月12日労 働 基 準 監 督 官 採 用 試 験

法 務 教 官 採 用 試 験

航 空 管 制 官 採 用 試 験 ７月19日 ～８月２日 ９月25日

高

校

卒

業

程

度

試 験 の 種 類 申 込 受 付 期 間 第１次試験

海上保安学校学生採用試験 (特別) ４月１日 ～４月８日 ５月22日

国 家 公 務 員 採 用 Ⅲ 種 試 験 ６月21日 ～６月28日 ９月４日

刑 務 官 採 用 試 験

７月19日 ～８月２日

９月18日

入 国 警 備 官 採 用 試 験

９月25日
皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験

航空保安大学校学生採用試験

海 上 保 安 学 校 学 生 採 用 試 験

海上保安大学校学生採用試験
８月25日 ～９月６日

10月29日

気 象 大 学 校 学 生 採 用 試 験 10月30日

平
成
十
七
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験
日
程

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
四
国
事
務
局

第
二
課
試
験
係

〇
八
七

八
三
一

四
七
六
五

U
R
L

h
t
t
p
:
//

w
w
w
.
j
i
n
j
i
.
g
o
.
j
p
/

平
成
十
七
年
度

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学

法
人
等
職
員
採
用
試
験

自

衛

官

募

集

区 分 受付期間 試験期日 受 験 資 格 等

陸上自衛隊 一般幹部候補生
一般要員

４月４日

～５月13日

５月21日

筆記試験

５月22日

飛行要員のみ

平成18年４月１日現在、

下記の各号のいずれかに

該当する者
○ 22歳以上26歳未満の者
○ 修士の学位を受けた者

については28歳未満の者
（取得見込みを含む）

（技術幹部候補生は理学、

工学修士）
○ 20歳以上22歳未満で大

学を卒業した者

（卒業見込みを含む）

音楽要員

海上自衛隊

一般幹部候補生
一般要員

飛行要員

技 術 幹 部 候 補 生

航空自衛隊 一般幹部候補生
一般要員

飛行要員

◎

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
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「
男
の
料
理
教
室
」

参
加
者
募
集

勝
浦
町
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中

特
に
健
康
寿
命
の
延
伸
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指

す
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
一
年
度
か
ら

男
性
を
対
象
に
料
理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。平

成
十
七
年
度
も
次
の
と
お
り
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

「
食
」
を
通
し
て
、
仲
間
を
つ
く
り
、
楽
し

み
な
が
ら
共
に
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

開
催
回
数

年
間
六
回

第
三

土
曜
日

午
後
二
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

約
十
五
人

締
め
切
り

四
月
十
五
日

（
参
加
者
の
声
）

～
男
の
料
理
教
室
に
参
加
し
て
～

八
十
路
の
坂
を
登

り
か
け
た
あ
る
日

老
後
の
不
安
が
気

に
な
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

「
一
人
に
な
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」

そ
ん
な
時
に
広
報

か
つ
う
ら
に
男
の

料
理
教
室
が
あ
る

と
知
り
、
何
か
の

役
に
立
て
ば
幸
い
と
思
い
、
申
し
込
み
ま
し

た
。
そ
れ
よ
り
早
三
年
、
町
当
局
並
び
に
栄

養
士
さ
ん
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
、
会
員

一
同
楽
し
く
和
や
か
に
時
を
忘
れ
過
ご
す
の

は
私
の
人
生
最
高
で
す
。
若
返
り
や
ボ
ケ
防

止
の
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

積
極
的
に
人
の
中
に
出
向
き
楽
し
い
余
生
を

送
り
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。
ど
う
か
町
内

の
男
衆
、
料
理
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
（
原
文
の
ま
ま
）

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二

一
五
〇
二

●

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
に
該

当
さ
れ
る
方

特
別
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
仮
算

定
分
の
介
護
保
険
料
額
通
知
書
（
四
月
、

六
月
、
八
月
分
）
を
四
月
初
旬
に
通
知
し

ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
介
護
保
険
料
額
の
算

定
は
、
六
月
に
前
年
度
所
得
が
確
定
し
て

か
ら
と
な
る
た
め
、
今
回
送
付
す
る
通
知

書
は
、
仮
算
定
と
し
て
、
平
成
十
六
年
二

月
の
保
険
料
と
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
確
定
通
知
は
七
月
に

送
付
し
、
保
険
料
額
の
変
更
が
あ
る
場
合

は
十
月
以
降
の
保
険
料
で
調
整
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）
に

該
当
さ
れ
る
方

普
通
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
の
平
成
十

七
年
度
分
保
険
料
は
、
前
年
度
所
得
確
定

後
に
保
険
料
を
決
定
し
七
月
に
通
知
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

介
護
保
険
係

二

一
五
〇
二

平
成
十
七
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
、
平

成
十
七
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納

付
手
続
を
、
「
労
働
保
険
確
定
・
概
算
保
険

料
申
告
書
」
に
よ
り
五
月
二
十
日
ま
で
に
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年
度
更
新
に
つ
い
て
は

徳
島
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
室

（

〇
八
八

六
五
二

九
一
四
三
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課

〇
八
八

六
二
一

三
二
一
二

U
R
L

htt
p
:
//

w
w
w
.
p
r
e
f
.
t
o
k
u
s
h
i
m
a
.
j
p
/

試 験 名 申 込 受 付 期 間 第１次試験

上 級 ５月13日 ～５月30日 ６月26日

中 級
８月16日 ～９月２日 ９月25日

初 級

警 察 官 Ａ

５月13日 ～６月６日 ７月10日警 察 官 Ａ（ 特 別 ）

警 察 官 Ｂ（ 特 別 ）

警 察 官 Ｂ
８月16日 ～９月７日 10月16日

女 性 警 察 官

平
成
十
七
年
度

徳
島
県
職
員
等
採
用
試
験

総
合
案
内

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

介
護
保
険
第
一
号
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
へ
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固
定
資
産
税
縦
覧
台
帳
（
以
下
「
縦
覧
台

帳
」
と
い
う
）
を
、
四
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
の
間
、
無
料
で
縦
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

縦
覧
台
帳
に
よ
り
土
地
・
家
屋
の
評
価
が

適
正
に
で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
家
屋
を
新
増
築
、
改
築
、
取
得
等

さ
れ
た
方
は
、
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
屋
の
表
示
が
さ
れ
て
い
な
い
建

物
に
つ
い
て
は
、
申
請
用
紙
に
記
入
し
、
確

認
の
際
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所

勝
浦
町
税
務
課

閲
覧
時
間

平
日

午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
税
務
課

二

一
五
〇
三

平
成
十
七
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

申
し
込
み

四
月
四
日

か
ら
四
月
十
五
日

ま
で
に

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
徳
島
・
阿

南
・
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
、
鳴
門
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟
岐
町
商
工
会
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

六
月
～
九
月
に
か
け
て

実
技
試
験
と
学
科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

職

種

問
い
合
わ
せ
先

県
職
業
能
力
開
発
協
会

〇
八
八

六
六
三

二
三
一
六

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二

一
五
〇
二

実
施
期
間

四
月
六
日

～
四
月
十
五
日

運
動
の
重
点

一

二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

二

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

三

交
差
点
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
の

向
上

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
縦
覧
台
帳
の
縦
覧

平
成
十
七
年
度

前
期
技
能
検
定
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

【
一
・
二
級
職
種
】

園
芸
装
飾
、
造
園
、
金
属
熱
処
理
、
機
械

加
工
、
放
電
加
工
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、

鉄
工
、
建
築
板
金
、
仕
上
げ
、
電
子
機
器

組
立
て
、
電
気
機
器
組
立
て
、
建
設
機
械

整
備
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
家
具
製
作
、

建
具
製
作
、
石
材
施
工
、
と
び
、
左
官
、

タ
イ
ル
張
り
、
畳
製
作
、
防
水
施
工
、
内

装
仕
上
げ
施
工
、
熱
絶
縁
施
工
、
サ
ッ
シ

施
工
、
表
装
、
塗
装
、
広
告
美
術
仕
上
げ

フ
ラ
ワ
ー
装
飾

【
三
級
職
種
】

園
芸
装
飾
、
造
園
、
機
械
加
工
、
仕
上
げ

機
械
保
全
、
広
告
美
術
仕
上
げ
、

フ
ラ
ワ
ー
装
飾

技
能
検
定
実
施
職
種
（
予
定
）

先の大戦において、外地等（事変地の区域また

は戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務に服さ

れた旧日本赤十字社救護看護婦および旧陸海軍従

軍看護婦の方（慰労給付金受給者を除く）に対し

て、そのご労苦に報いるため内閣総理大臣名の書

状を贈呈しております。

◆ご本人またはご家族からのご連絡を

お待ちしております。

【請求用紙】

請求用紙は、勝浦町福祉課にあります。

【請求用紙提出・問い合わせ先】

〒100-8926 東京都千代田区霞が関2-1-2

中央合同庁舎２号館８F

総務省大臣官房管理室 業務担当

０３ ５２５３ ５１８２
FAX ０３ ５２５３ ５１９０

旧日本赤十字社救護看護婦および

旧陸海軍従軍看護婦の皆さんへ

請求期限が２年間延長され

平成19年３月31日までとなりました。

内閣総理大臣名の書状を贈呈します

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老
人
保
健
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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地
方
自
治
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
指
定
管

理
者
制
度
を
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
勝

浦
町
民
体
育
館
の
管
理
運
営
に
採
用
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
利
用
に
際
し
て
の
申
請
手

続
き
等
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま

す
。利

用
の
申
請
手
続
き
お
よ
び
カ
ギ
の
受
け

取
り
は
、
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
開
館
時
間
内
（
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌

年
の
一
月
三
日
ま
で
お
よ
び
火
曜
日
を
除
く

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
に

お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
、
利
用
時
間
（
午
後
十
時
ま
で
）、

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
変
更
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

ご
不
便
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

勝
浦
町
民
体
育
館
の
利
用
手
続
き
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

（
指
定
管
理
者
）
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（

二

三
三
〇
〇
）
も
し
く
は

勝
浦
町
教
育
委
員
会
（

二

二
五
一
五
）

ま
で

勝
浦
町
民
体
育
館
の
利
用
手

続
き
の
変
更
に
つ
い
て

農地の権利移転や転用する場合には農地法の許可が必要です

農地は農業の基盤であり、私たちの食糧の生産に必要な大切な資源です。農地を耕作目的で売

買及び貸借したり、また宅地や山林に転用して農業以外の目的に利用するときは、農地法による

許可が必要です。

農地転用の許可を取らなかったり、取っても当初の計画を勝手に変更して土地を利用すると、

無断転用または違反転用となり、その場合、県は工事を止めさせて元の状態に戻すよう命じたり

許可の取消をすることができます。

４ 条・５ 条 ３ 条

自
己
用
の
転
用(

農
家
住
宅
・
植
林
・

駐
車
場
等)

の
場
合
、
農
地
法
第
四

条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

一
方
、
転
用
（
一
般
住
宅
・
資
材
置

場
等
）
を
目
的
と
し
た
売
買
お
よ
び

貸
借
の
場
合
、
農
地
法
第
五
条
に
よ

る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※

そ
の
土
地
が
農
振
農
用
地
区
域
内
の

場
合
そ
の
除
外
が
ま
ず
必
要
で
す
。

除
外
申
請
の
県
知
事
の
同
意
後
に
農

地
の
転
用
申
請
を
し
、
県
知
事
の
転

用
許
可
を
受
け
て
か
ら
目
的
の
地
目

に
転
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
地
を
農
地
と
し
て
売
買
し
た
い
方
、

贈
与
し
た
い
方
等
は
農
地
法
第
三
条

に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※

相
続
に
よ
る
登
記
の
場
合
、
農
業
委

員
会
の
許
可
は
要
り
ま
せ
ん
。

（申請書は農業委員会に備えてあります）

変 更 前
（平成17年３月31日まで）

変 更 後
（平成17年４月１日から）

利 用 申 請

手 続 き 場 所

勝浦町図書館建物内

勝浦町教育委員会事務局
勝浦町農村環境改善センター事務所

カ ギ 保 管 場 所
横 瀬

大久保喜正さん宅
勝浦町農村環境改善センター事務所
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福祉バスの運行規程が変わります

この事業の目的は、地域福祉活動推進事業の一環として住民に関

する福祉サービスの提供および各種団体の地域活動や社会参加を支

援するために福祉バスを運行します。

★ 平成17年５月から新車購入（28人乗）のため、15人以上の利用者および旅行総合保

険等の損害賠償保険への加入、利用会費の改正など全体的に見直します。

★ ご利用していただける団体は年会費が必要になり、年会費の納入で会員とします。

★ 会員は福祉バス利用後に、利用会費と燃料費を納入してください。

★ 年会費および利用会費

★ 今までご利用いただきました各団体の方々には、規程等を送付します。

★ 詳しくは勝浦町社会福祉協議会まで。 ２－４６５２

団 体 会 費 ／ 年 団体利用会費 ／ 回 備 考

１０，０００円

町 内 １７，５００円 善意銀行へ寄附金（別納）

５，０００円

但し、町内は１／２

町 外 ２０，０００円

県 外 ２５，０００円

「
訪
問
販
売
で
強
引
に
布
団
を
買
わ
さ
れ
た
」
「
英
会
話
教
室
を
途
中
で
解

約
し
た
ら
高
額
な
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
」
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り

に
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。
万
一
、
そ
の
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
、
契
約
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
関
係
資
料
や
購
入
し
た
商
品
が

原
因
で
医
者
に
か
か
っ
た
場
合
は
診
断
書
や
領
収
書
を
用
意
し
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
や
法
律
相
談
窓
口
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
勧

誘
さ
れ
て
か
ら
契
約
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
詳
し
く
書
い
て
準
備
し
て

お
く
と
、
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

状
況
を
正
確
か
つ
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
「
解
約
し
た
い
」

「
交
換
し
た
い
」
な
ど
の
本
人
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
契
約
し
た
当

事
者
が
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

当
事
者
が
相
談
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
本
人
の
承
諾
を
得
た
上
で
、
詳
し

い
内
容
を
聞
き
取
っ
て
か
ら
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〇
八
八

六
二
三

〇
六
一
一

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

消
費
者
の
豆
知
識
⑭

も
し
も
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
…

平成17年

４月１日から
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ククリリーーンン情情報報

平成17年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。

の登録と狂犬病予防接種のお知らせ犬

登録料 3,000円 注射料 3,000円
（平成７年度以降に登録された方は不要です）

お 願 い

平成７年度以降に犬の登録をされた方は、注射案

内通知のハガキを必ずご持参ください。

問い合わせ先

勝浦町住民課 ２―1501

狂犬病について

狂犬病は、現在日本では発生していませんが、外

国では発生例が伝えられています。外国からの輸入

動物が多い現在、狂犬病も感染する恐れがあります。

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。必ず受ける

ようにしてください。

月日 場 所 時 間

四

月

六

日

坂 本 黄 檗 橋 午前 ９:10～９:30

坂 本 郵 便 局 前 ９:40～10:05

坂本大師前停留所 10:15～10:25

旧JA坂本事業所前 10:35～10:55

与川内消防詰所前 11:05～11:25

旧JA与川内事業所前 11:35～11:55

勝浦町農村環境改善センター前 午後 １:00～１:20

徳バス横瀬営業所前 １:30～１:50

横 瀬 集 会 所 前 ２:00～２:20

J A 勝 浦 支 所 前 ２:30～３:00

四

月

七

日

星谷運動公園公衆便所 午前 ９:05～９:35

森内恵一さん宅横 ９:45～10:05

勝 浦 会 館 10:15～10:25

大森良樹さん宅南 10:35～10:55

今 山 神 社 前 11:05～11:20

勝 浦 町 役 場 前 11:35～11:55

中 山 権 現 橋 午後 １:00～１:20

中 山 消 防 詰 所 前 １:30～２:00

横 瀬 駐 在 所 前 ２:10～２:45

旧 NTT 勝浦支店前 ２:50～３:00

四

月

八

日

石 田 亨 さ ん 宅 横 午前 ９:00～９:15

中 田 商 会 付 近 ９:25～９:40

古 山 商 店 横 ９:50～10:05

田 中 屋 食 堂 南 10:15～10:40

J A 生 比 奈 支所 前 10:50～11:20

勝浦町農村婦人の家 11:30～11:55

福 山 隆 さ ん 宅 横 午後 １:00～１:10

地 福 寺 入 口 １:20～１:35

生 名 東 林 庵 横 １:45～２:15

生 名 セ ン タ ー 前 ２:25～２:55

平成17年度

狂犬病予防注射日程表

飼い犬は生涯に１回の登録と

毎年１回の狂犬病予防注射を

受けましょう。

死亡届と変更届

犬の生涯に１回の登録

毎年１回の狂犬病予防注射

犬を飼い始めたときやまだ登録を受けていな

い場合は、登録を受けましょう。

１度登録するとその犬の生涯に有効です。

また、犬が死亡したときや犬の所在が変わっ

たとき飼い主が変わったときは、最寄りの市町

村長を経由して知事に変更届をする事が義務づ

けられています（違反した場合は、未登録、未

注射と同様に罰則が適用されます）。

狂犬病予防注射は、毎年１回受けなければな

りません。

（犬の体調が悪いとき、治療中の病気があると

きは、あらかじめ獣医師に相談してください）
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４月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（19日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

４月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（18日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

四
月
二
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

四
月
九
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

●

四
月
六
日

●

四
月
二
十
日
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国保と医療費

国民健康保険被保険者証の

更新はお済みですか

※平成16年分の申告を済ませていない方は、印鑑をご持参ください。

こんな時 届け出に必要なもの

他の市町村から転入してきたとき 印鑑、他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印鑑、職場の健康保険をやめた証明書

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印鑑、被扶養者ではない理由の証明書

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

外国人が入るとき 外国人登録証明書

国
保
に
入
る
時

退職者医療制度の対象となったとき 印鑑、保険証、年金証書

同じ市町村で住所が変わったとき

印鑑、保険証
世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、いっしょになったとき

出稼ぎや長期の旅行に行くとき

修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書

保険証をなくしたとき

（あるいは汚れて使えなくなったとき）

印鑑、身分を証明するもの

（使えなくなった保険証等）

そ

の

他

４月からは、新しい国民健康保険被保険者証でなければ病院にかかることができません。

まだ更新されていない方は、現在使用している被保険者証をご持参の上、勝浦町税務課国

保係までお越しください。新しい保険証と交換します。

必ず14日以内に役場受付窓口へ届け出ましょう

こんな時は国保へ届け出を

職場の健康保険に入ったとき 印鑑、国保と職場の健康保険の両方の保険証

（後者が未交付の時は加入したことを証明するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑、保険証、死亡を証明するもの

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

国
保
を
や
め
る
時

問い合わせ先 勝浦町税務課 2-1503
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かたりあうページ

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
ま
だ
、

た
く
さ
ん
の
差
別
が
残
っ
て
い
る
。

部
落
差
別
や
人
種
差
別
、
男
女
差
別

な
ど
、
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
。
す
べ
て

の
差
別
を
な
く
し
た
い
と
思
う
。
そ

ん
な
中
「
障
害
者
差
別
」
に
つ
い
て

深
く
考
え
る
機
会
に
私
は
出
会
っ
た
。

「
障
害
が
あ
る
」
と
い
う
と
、
特
別

扱
い
し
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
私
の
中
に
は
あ
っ
た
。

歩
け
な
い
、
聞（
聴
）こ
え
な
い
、
見

え
な
い
、
話
せ
な
い
・
・
・
。
手
足

や
五
感
に
、
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
障
害

が
な
い
私
た
ち
か
ら
み
る
と
「
生
活

が
不
便
」
「
大
変
そ
う
」
と
い
っ
た

言
葉
が
で
て
き
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
。
私
は
、
障
害
者
と
不
便
や
大

変
と
い
っ
た
言
葉
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
つ
も
思
う
。
障
害
者
＝

不
便
、
障
害
者=

大
変
。
こ
う
い
っ

た
私
た
ち
の
勝
手
な
偏
見
を
、
障
害

の
あ
る
人
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

私
は
、
二
年
の
総
合
学
習
で
、
障

害
者
福
祉
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
た
。

主
に
、
視
覚
障
害
に
つ
い
て
勉
強
し

点
字
を
習
っ
て
い
た
。
最
初
の
う
ち

は
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ず
、
な
げ

や
り
な
気
持
ち
で
や
っ
て
い
た
が
、

次
第
に
慣
れ
て
き
て
、
点
字
を
読
む

こ
と
も
打
つ
こ
と
も
楽
し
い
、
と
思

う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
私
は
、
先
生
に
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方
と

点
字
で
文
通
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
は
、
何
を
打
て
ば
い
い
の
か
分

か
ら
ず
、
と
ま
ど
い
、
打
っ
た
文
を

何
回
も
何
回
も
繰
り
返
し
読
み
な
お

し
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
瞬
間
ま
で
緊

張
し
て
い
た
。

「
打
ち
間
違
い
が
あ
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
」

「
ち
ゃ
ん
と
返
事
く
る
か
な
ぁ
」

こ
ん
な
不
安
が
た
ま
っ
て
い
た
あ

る
日
、
学
校
か
ら
帰
る
と
「
盲
人
用
」

と
か
か
れ
た
一
通
の
手
紙
が
届
い
て

い
た
。
封
筒
を
あ
け
て
み
る
と
、
た

く
さ
ん
の
点
字
が
打
た
れ
た
白
い
紙

が
四
枚
入
っ
て
い
た
。
私
は
う
れ
し

く
な
り
、
す
ぐ
に
訳
し
た
。

誕
生
日
、
趣
味
な
ど
の
自
己
紹
介

の
文
か
ら
、
質
問
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
文
が
打
た
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で

も
、
私
の
目
に
と
ま
っ
た
の
が
「
趣

味
は
音
楽
鑑
賞
と
フ
ル
ー
ト
」
と
い

う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
私
も
実
際
に
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
を
や
っ
て
い
て
、
趣
味

の
一
つ
に
音
楽
鑑
賞
が
あ
る
。
そ
し

て
、
も
う
一
つ
、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
あ
っ
た
。

「
目
が
見
え
な
い
の
に
？
」

と
、
不
思
議
に
思
っ
た
が
、
先
生
の

知
り
合
い
の
視
覚
障
害
の
あ
る
方
が

「
テ
レ
ビ
は
耳
で
き
く
も
の
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
、

「
耳
で
き
い
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
」
と

思
っ
た
。

手
紙
を
読
ん
で
い
て
も
、
何
の
違

和
感
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、
文
字
が

点
字
な
だ
け
。
障
害
者
＝
特
別
扱
い

の
イ
メ
ー
ジ
が
完
全
に
消
え
去
っ
た

の
は
、
こ
の
時
だ
と
思
う
。
視
力
が

不
自
由
と
い
う
だ
け
で
、
私
た
ち
と

同
じ
普
通
の
人
間
な
ん
だ
・
・
・
と
。

何
回
か
や
り
取
り
し
て
い
る
う
ち

に
、
悩
み
な
ど
を
き
い
て
も
ら
っ
た

り
し
た
。
例
え
ば
、
私
が
吹
奏
楽
部

の
部
長
を
し
て
い
て
、
大
会
へ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
、
と
相
談
し
た

ら
「
大
変
だ
と
思
う
け
ど
や
り
が
い

が
あ
る
し
、
終
わ
っ
た
と
き
に
達
成

感
が
あ
る
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

そ
の
度
そ
の
度
、
支
え
て
も
ら
っ
た
。

同
時
に
、
人
間
は
お
互
い
助
け
合
っ

て
生
き
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
ー
と
実
感

し
た
。

今
、
日
本
に
は
、
約
三
十
万
人
の

視
覚
障
害
者
が
い
る
。
し
か
し
、
点

字
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
十
分

の
一
の
約
三
万
人
。
私
に
で
き
る
こ

と
は
、
視
覚
障
害
と
い
う
壁
を
取
り

除
く
こ
と
だ
と
思
う
。
他
に
も
、
た

く
さ
ん
の
障
害
が
あ
る
が
、
点
字
を

使
う
こ
と
の
で
き
る
私
は
、
視
力
が

不
自
由
な
人
と
の
心
の
壁
を
取
り
除

く
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
た
い
と
思

う
。相

手
を
「
障
害
者
」
と
し
て
み
る

の
で
は
な
く
、
一
人
の
「
人
間
」
と

し
て
み
る
。

あ
る
小
学
校
の
先
生
が
私
に
こ
う

言
っ
た
。

「
人
は
誰
で
も
障
害
が
あ
る
。
『
苦

手
』
と
い
う
の
も
一
つ
の
障
害
で
あ

る
。
人
は
誰
で
も
障
害
が
あ
る
。
た

だ
そ
れ
が
、
大
き
い
か
小
さ
い
か
の

違
い
で
あ
る
。
人
は
誰
で
も
障
害
が

あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
世
に
障
害
者
差

別
な
ど
な
い
ん
だ
！
」

私
に
も
、
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に

「
苦
手
」
と
い
う
障
害
が
あ
る
。

こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
み
ん
な
で

同
じ
と
こ
ろ
に
立
っ
て
、
共
に
歩
ん

で
い
き
た
い
。
健
常
者
と
い
わ
れ
る

人
か
ら
の
勝
手
な
偏
見
を
捨
て
、
差

別
の
な
い
明
る
い
未
来
、
世
界
に
し

た
い
と
思
う
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

平
成
十
六
年
度
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大

会
入
賞
作
品
集
よ
り

一通の手紙から・・・
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う
ま
い
こ
と
言
う
て
だ
ま
し
て
泣
き
を
見
る

久
国

美

馬

真

由

泡
沫

う
た
か
た

と
消
え
に
し
恋
も
二
つ
三
つ

中
山

山
下
ふ
さ
を

売
り
出
し
の
チ
ラ
シ
が
誘
う
む
だ
使
い

横
瀬

桜

木

千

代

上
役
も
下
役
も
な
い
農
に
生
き

横
瀬

日

下

美

里

上
見
れ
ば
き
り
な
い
明
日
の
米
を
研
ぐ

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

迂
闊
に
も
す
べ
っ
た
口
の
後
遺
症

生
名

岩

本

敏

子

裏
戸
か
ら
内
緒
話
を
も
っ
て
く
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

腕
っ
ぷ
し
強
い
が
情
に
も
ろ
い
友

棚
野

島

つ
と
む

嬉
し
か
っ
た
子
供
の
頃
の
お
正
月

横
瀬

日

下

美

里

臼
の
餅
ス
ト
ー
ブ
で
焼
き
和
む
午
後

坂
本

平

尾

智

男

頷
い
て
は
い
る
が
信
じ
て
い
な
い
顔

立
川

前

田

千

恵

丑
に
午う

ま

・
戌
・
酉
・
未
同
居
す
る

横
瀬

前

田

好

月

う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
お
酒
を
酌つ

ぎ
こ
ぼ
す

立
川

堀

梅

子

〈
評
〉
こ
の
句
の
「
つ
ぎ
こ
ぼ
す
」
は
上
手
な

表
現
力
で
周
囲
の
雰
囲
気
ま
で
、
手
に
取
る

よ
う
に
わ
か
り
ま
す
。

噂
ま
で
温
か
い
の
で
こ
こ
に
住
む

棚
野

殿

川

早

苗

〈
評
〉
川
柳
は
明
る
い
陽
性
の
文
学
で
す
。
噂

は
暗
く
て
中
傷
が
多
い
も
の
で
す
が
、
温
か

い
噂
と
は
抜
群
の
住
み
心
地
で
し
ょ
う
。
皆

で
明
る
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

一
日
の
話
始
め
も
笑
顔
か
ら

横
瀬

西

蔭

素

人

花
粉
症
杉
は
切
ら
れ
て
理
不
尽
じ
ゃ

星
谷

上

岡

久

子

は
ぶ
二
匹
胸
の
動
悸
が
止
ま
ら
な
い

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

贔
屓
目
に
み
て
も
若
い
と
言
い
か
ね
る

立
川

前

田

千

恵

二
次
会
で
す
ま
な
い
仲
間
か
ら
逃
げ
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

山
合
い
の
村
に
婚
の
荷
輝
い
て

横
瀬

呑

口

久

子

若
造
り
娘こ

の
お
さ
が
り
で
満
ち
て
い
る

久
国

美

馬

真

由

百
姓
も
散
髪
を
し
て
ク
ラ
ス
会

立
川

堀

梅

子

年
賀
状
だ
け
が
行
き
交
う
古
い
友

坂
本

平

尾

智

男

う
っ
か
り
と
言
わ
れ
ぬ
事
を
し
て
し
ま
う

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

十
年
日
誌
無
事
に
八
年
目
に
入
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

寒
い
夜
蓑
虫
に
な
り
落
語
聞
く

横
瀬

前

田

好

月

自
分
史
に
書
く
青
春
が
見
つ
か
ら
ぬ

横
瀬

中

田

万

里

酔
っ
ぱ
ら
い
ふ
ら
ふ
ら
影
と
二
人
連
れ

棚
野

島

つ
と
む

少
し
だ
け
光
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い

生
名

岩

本

敏

子

正
月
の
行
事
帰
省
の
子
に
ゆ
ず
る

横
瀬

桜

木

千

代

講
演
は
笑
っ
た
箇
所
だ
け
覚
え
て
る

棚
野

田

中

思

葦

嘘
つ
き
と
知
っ
て
気
ら
く
に
呑
み
交
わ
す

棚
野

田

中

思

葦

窓
ガ
ラ
ス
拭
い
た
に
誰
も
気
づ
か
な
い

横
瀬

中

田

万

里

〈
評
〉
掃
除
洗
濯
は
日
常
の
仕
事
で
す
が
、
窓

拭
き
や
特
別
の
手
間
を
か
け
た
時
に
、
誰
も

気
づ
い
て
く
れ
な
い
の
は
不
満
で
す
よ
ね
。

「
誰
も
」
と
言
う
こ
と
で
家
族
の
同
居
を
思

わ
せ
ま
す
。
軽
く
さ
ら
り
と
し
た
所
に
句
の

輝
き
が
あ
り
ま
す
。

進
学
が
決
ま
り
安
堵
と
た
め
息
と

横
瀬

呑

口

久

子

〈
評
〉
今
や
進
学
の
季
節
。
学
駅
の
入
場
券
の

御
守
り
が
全
国
に
出
て
い
ま
す
。
親
も
本
人

も
合
格
で
ほ
っ
と
し
ま
す
。
で
も
こ
れ
か
ら

が
お
金
の
か
か
る
時
で
す
。
溜
め
息
も
出
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
心
境
を
上
手
に
強
く
表
現

し
た
よ
い
句
で
す
。

「
う
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

四
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

五
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇�

�

�

�
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

６ 水 生名愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 生名センター 生名区民 健 康 手 帳

７ 木
与川内愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 市ノ江集会所 与川内区民 健 康 手 帳

星谷愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 星谷集会所 星谷区民 健 康 手 帳

12 火
中山愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 中山集会所 中山区民 健 康 手 帳

棚野愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 棚野集会所 棚野区民 健 康 手 帳

13 水 山田･西岡愛育班総会･健康相談 ９:30～11:00 山西集会所 山西区民 健 康 手 帳

14 木

坂本母子愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 坂本集会所 坂本区民 健 康 手 帳

久国愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 久国集会所 久国区民 健 康 手 帳

15 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年９月１日～平
成17年２月28日までに
生まれた子

母子健康手帳

16 土 男 の 料 理 教 室 14:00～ 農村環境改善
セ ン タ ー 会 員 エ プ ロ ン

18 月

沼江愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 沼江コミュニ
ティセンター 沼江区民 健 康 手 帳

石原愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 石原集会所 石原区民 健 康 手 帳

19 火

黒岩愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 勝 浦 会 館 黒岩区民 健 康 手 帳

横瀬愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 横瀬集会所 横瀬区民 健 康 手 帳

20 水

掛谷愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 掛谷集会所 掛谷区民 健 康 手 帳

今山母子愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 今山ふれあい
交 流 館 今山区民 健 康 手 帳

21 木 中角愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 中角集会所 中角区民 健 康 手 帳

28 木 愛 育 班 連 絡 協 議 会 10:00～15:30 農村環境改善
セ ン タ ー 愛育班長 エ プ ロ ン

の保健行事 〈問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

み ん な の 健 康

一

配
布
の
対
象
者

○

重
度
の
身
体
障
害
者

（
一
級
ま
た
は
二
級
）

○

重
度
の
知
的
障
害
者

（
療
育
手
帳
に
「
Ａ
」
も
し
く
は

一
度
、
二
度
と
表
記
さ
れ
て
い
る
方
）

二

受
付
期
間

四
月
一
日（
金
）～
五
月
三
十
一
日（
火
）

三

配
布
葉
書

く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
葉
書

四

配
布
枚
数

二
十
枚

五

申
し
出
の
方
法

○

近
く
の
郵
政
公
社
へ
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
提
示
し
申
請
用

紙
に
記
入
。（
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
）

○

郵
便
に
よ
っ
て
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。
（
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申

込
書
」
と
明
記
し
た
適
宜
な
用
紙
に
ご

本
人
の
手
帳
の
種
類
、
手
帳
番
号
、
級

別
又
は
程
度
、
住
所
氏
名
を
記
入
し
て

郵
送
）

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
に

「
青
い
鳥
葉
書
の
無
償
配
布
」

が
さ
れ
ま
す
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平成17年４月１日から、乳幼児のツベルクリン反応検査が廃止され、生後６か月未満までの児を対象に直

接ＢＣＧ接種を行うようになりました。感染症の予防に関して予防接種が果たす役割が大きいことを十分理

解し、勝浦町では次のとおり実施しますので計画的に予防接種を受けましょう。

種 類 麻しん 日本脳炎 ３種混合（ジフテリア･百日咳･破傷風）

症 状

麻しんウイルスの飛沫感染
によって起こる病気で、発
熱、発疹を主症状として合
併症として気管支炎や中耳
炎、脳炎を起こすことがあ
ります。

日本脳炎に感染しているブタから人へ
コガタアカイエ蚊が介し、発病させる。
潜伏期は７～10日で高熱・頭痛・意識
障害・けいれんなどを主徴とし、重症
化することがあります。

百日咳・ジフテリアは飛沫感染でお
こり、破傷風は傷口から菌が体内へ
入り起こる病気で、重症化すること
があります。

対 象 年 齢

（定期接種）

１回接種

・生後12～90月未満

※望ましい接種年齢は、

生後12～15月

１期初回…２回接種 生後６～90月未満

１期追加…１回接種 生後６～90月未満

（１期初回終了後概ね１年おく）

２期………１回接種 ９～13歳未満
３期………１回接種 14・15歳

１期初回…３回接種 生後３～90月未満

１期追加…１回接種 生後３～90月未満

１期初回接種３回終了後６か月以上

の間隔をおいて接種

４月から 予 防 接 種が変更になります。

小児科の受付時間 午前10時～午後３時
勝浦病院 2－2555

委託医療機関（勝浦病院）
※ ×印のはいっているところは接種が受けられません。

★接種される場合、あらかじめ電話等での予約が必要です。直接、

医療機関に行っても、受けられません。

なお、予約受付時間は月～金曜日の午後３時～午後５時です。

★ＢＣＧの予約の受付は、接種月の前月の第３週月曜日から月末ま

での期間、午後３時～午後５時に行っています。

（ただし、土・日・祝日を除く）

月 火 水 木 金 土 日

○ × × × ○ × ×

実施期間について（平成17年４月1 日～）

個別接種

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

Ｂ Ｃ Ｇ 第１月曜日 第１月曜日 第１月曜日 第１月曜日

３ 種 混 合

２ 種 混 合

麻 し ん

風 し ん

日 本 脳 炎

集団接種 ポ リ オ

★ＢＣＧの接種は４月・７月・10月・１月の第一月曜日午後のみ (原則として)となります。

カレンダーにより、休日の場合は振り替えての日程で行います。

お問い合わせは勝浦町福祉課 保健師 ２－１５０２

保 健 だ よ り

３種混合（ジフテリア･百日咳･破傷風）・２種混合（ジフテリア･破傷風）・麻しん・風しん・日本脳炎・ＢＣＧ……無 料

任意接種（定期接種の年齢以外の者や実施期間以外に接種した場合）は、接種料金が全額自己負担となります。

次の料金を医療機関の窓口にて直接お支払いください。日本脳炎5，000円、麻しん6，000円、風しん6，000円

３種混合5，500円、２種混合4，500円、ＢＣＧ5,000円（日本脳炎と３種混合については１回につき）

接種料金について

★町から配布しているパンフレット・予防接種説明書・予防接種ガイドブック・予防接種券等を確認の上

定期接種内に受けましょう。

★変更になったお知らせはその都度、広報かつうらの保健だよりにて周知していますので必ずご覧ください。
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新
着
図
書
の
一
部
紹
介

こ
こ
ろ
残
り

阿
刀
田

高

三
味
線
ざ
ん
ま
い

群

よ
う
こ

Ｂ
Ｇ
Ｍ

岡

田

智

彦

出
雲
願
開
舟
縁
起

中

村

隆

資

銭
売
り
賽
蔵

山

本

一

力

と

げ

山

本

甲

士

河
岸
忘
日
抄

掘

江

敏

幸

銀
座
開
化
事
件
帖

松
井
今
朝
子

猿
若
の
舞

―
初
代
勘
三
郎
―

東

郷

隆

逃
亡
く
そ
た
わ
け

絲

山

秋

子

家
族
芝
居

佐

川

光

晴

孫
文
の
女

西

木

正

明

夜
ふ
け
の
な
わ
と
び

林

真
理
子

聖
殺
人
者

新
堂

冬
樹

恋
愛
函
数

北

川

歩

実

草
原
か
ら
の
使
者

浅

田

次

郎

い
つ
で
も
野
菜
を

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
編

母
と
私
の
手
ぬ
い
服

高
橋
恵
美
子

折
紙
レ
ッ
ス
ン
―
美
し
い
日
本
の
包
み
方
―

山

根

一

城

★
お
は
な
し
会

二
十
四
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

★
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

六
日
・
十
三
日
・
二
十
日

二
十
七
日

★
休
館
日

四
日
・
十
一
日
・
十
八
日
・

二
十
五
日
・
三
十
日

★
図
書
館
が
閉
っ
て
い
る
時
の
返
却

本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

四
月
の
行
事

図書館だより

ご
寄
贈

く
だ
さ
い
ま
し
た

岡

清
美
・
美
智
子
ご
夫

妻
（
棚
野
出
身
）
に
よ
る
木

彫
り
作
品
写
真
集
・
和
紙
ち

ぎ
り
絵
作
品
集
を
ご
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
年

金

澤

真

人

十
五
日
に
し
つ
も
ん
に
こ
た
え
て
く
れ

た
り
、
ビ
デ
オ
を
か
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
ひ
ま
な
と

き
に
行
き
ま
す
。

も
う
ぜ
ん
ぶ
ビ
デ
オ
は
見
ま
し
た
。

ぼ
く
は
あ
わ
お
ど
り
に
入
っ
て
い
る
か

ら
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
。

二
年

み
ぞ
田
き
ず
な

こ
の
前
は
天
才
バ
カ
ボ
ン
五
冊
も
か
り

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぼ
く
の
し
つ
も
ん
に
答
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
キ
ョ
ロ
ち
ゃ

ん
を
み
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

二
年

つ
る
本
真
美

わ
た
し
は
図
書
か
ん
の
本
と
ビ
デ
オ
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で
、
本
は
レ
シ

ピ
み
た
い
で
す
。
あ
の
本
を
見
て
す
ご
く

お
い
し
そ
う
で
し
た
。
ビ
デ
オ
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

二
年

北

内

水

晶

わ
た
し
の
図
書
カ
ー
ド
の
番
ご
う
を
お

ぼ
え
て
い
ま
す
。
一
五
七
五
で
す
。
わ
た

し
は
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。
図
書
か
ん
大
す

き
に
な
っ
た
よ
。
ま
た
行
き
ま
す
ね
。
見

学
さ
せ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
。

二
年

さ
か
本
ま
り

お
元
気
で
す
か
。

こ
の
前
は
図
書
か
ん
の
中
を
見
学
さ
せ

て
く
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
や
か
せ

き
を
見
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
図
書
か
ん
の
絵
本
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
し
、
楽
し
い
も
の
が
た
り
も
あ
っ

て
と
て
も
楽
し
い
本
で
し
た
。

二
月
十
五
日
（
火
）
横
瀬
小
学
校
二

年
生
二
十
二
人
が
図
書
館
見
学
に
訪
れ

図
書
館
の
利
用
の
仕
方
の
説
明
を
受
け

た
り
、
郷
土
資
料
室
を
見
学
し
ま
し
た
。

★
★
図
書
館
の
み
な
さ
ん
へ
★
★
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よ
う
こ
そ
図
書
館
へ
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日 時 場 所 備 考

４月１日

４月８日

４月15日

４月22日

４月28日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。

２－4652

心配ごと相談

４月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月５日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月７日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

４月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月15日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

４月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月25日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

４月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

まちのうごき
平成17年２月16日～平成17年３月15日（敬称略）

人 口（平成17年２月28日現在）

世帯数 2,115戸

男性 3,194人

女性 3,431人

計 6,625人

出生 男 １人 女 ２人 計 ３人

死亡 男 ３人 女 ３人 計 ６人

転入 男 ２人 女 ２人 計 ４人

転出 男 ３人 女 ７人 計 10人

谷 安 一 さん（生名） 前田チヱ子 さん（立川）

山 平 市 さん（横瀬） 野 隆 生 さん（横瀬）

冨士巻 江 さん（生名） 小 倉 勇 さん（横瀬）

上 野 昌 也 さん（中角） 池 谷 武 久 さん（坂本）

谷 通 さん（横瀬）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（２月16日～３月15日）

おくやみ申します

大字三溪字樫渕 野 忠（88歳）

大字沼江字並松 森 野 光 明（72歳）

大字沼江字山路 新居ミチヱ（86歳）

大字三溪字樫渕 小倉ハマ子（94歳）

大字坂本字繁野 池 谷 房 枝（65歳）

大字坂本字大伏尾 上野アサヱ（96歳）

大字三溪字定岡 谷 夫（85歳）

大字三溪字平 田 勝 茂（67歳）

大字沼江字平間 大下コハル（83歳）

お誕生おめでとう

大字棚野字西久保 ）堺 誠 也
睦 巳

長女 桜 花
お う か

二男 和
かず

希
き浦 森 秀 和

里 美）大字沼江字神谷

長女 心 音
こ こ ね坂 井 秀 彰

公 巳）大字三溪字定岡

（
大字沼江字西岡

徳島市

土 山 靖 生
領 家 仁 美

ご結婚おめでとう

平成17年度 人権教育推進市町村事業

交流講座の申し込み

今年度も引き続き、下記の講座を開催します。

当講座は、勝浦会館において当地域と近隣地域の方々

が、それぞれの講座の中で勉強とともに共通の趣味を

通して、お互いが触れ合いながら親ぼく・交流を深め

人権問題に対する理解と認識を高めていくことを目的

としています。この趣旨をご理解いただき、多数のご

参加をお願いします。

申 込 先 勝浦会館（申込用紙は、会館にあります）

開 講 ５月から

開講予定 大正琴・陶芸・踊り・習字・生け花・歌謡・パソコン

注 〇参加者が少ない場合や講師の都合で開講できない場合も

ありますので、お含みください。

〇引き続き、受講される方も、新年度にあたり申し込みの
手続きをしてください。

〇各教室には材料費等が必要です。申し込み時にお尋ねく
ださい。

問い合わせ先 勝浦会館 ２－３３０５
mail:kaikan@town.katsuura.tokushima.jp

勝浦会館

から
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